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学位論文要旨 
 
Development of molecular markers for the endangered Babina species 



























































した 8 個のそれぞれの遺伝子座のアリル数と期待ヘテロ接合度はそれぞれ 5‐
12および 0.620‐0.905 であった。さらに、既知の遺伝子座と新しい遺伝子座の
合計 16 遺伝子座をホルストガエルで検証したところ、12 遺伝子座において、
オットンガエルと同程度の多型性があることが確認された。これらのマイクロ
サテライト遺伝子座は集団間の研究から個体レベルの研究までさまざまなスケ
ールに対して有効であると思われる。 
 本研究により、Babina属の系統学的問題を解決することができた。また、本
研究で同定したミトゲノム遺伝子とマイクロサテライト遺伝子座を用いること
で、絶滅危惧種である狭義 Babina属の 2種に対し、保全研究において重要な幅
広いスケールの研究を遂行できると期待される。 
